	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　１．初期支援（はじめのかかわり）

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）


◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	7
	4
	0
	0
	11



	前回の改善計画
	

	※連絡帳を可能な限り個々に合わせて作成して家族も事業所も必要な情報を簡単にやり取りできるよう対応する。
※引き続き初期支援において、知り得た情報を会議や申し送りノートにて職員の情報共有を徹底していく。
※認知症の方への理解を深める為、研修や事例検討を用いたり、普段の関わりについても職員同士が情報を共有し統一した対応を行なえるようにする。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※連絡帳を必要な利用者には個別に作成し、家族との連絡ツールとしてより必要な情報を共有できるよう対応し、成果もでている。
※職員の情報共有において、介護支援専門員や看護師、介護員同士での申し送りノートをそれぞれ作成し、必要な情報を共有しやすいようにした事で、情報のやりとりは以前より確実に行えるようになった。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	本人の情報やニーズについて、利用開始前にミーティング等を通じて共有していますか？
	6
	4
	1
	0
	11

	②
	サービス利用時に、本人や家族・介護者が、まず必要としている支援ができていますか？
	6
	4
	1
	0
	11

	③
	本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通いでの声掛けや気遣いができていますか？

	7
	3
	1
	0
	11

	④
	本人を支えるために、家族・介護者の不安を受け止め、関係づくりのための配慮をしていますか？
	7
	3
	1
	0
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※初期支援について、事前情報の情報収集を意識して行い、連絡帳や送迎時、家族ともやり取りを行なう事で、家族から得た情報などを職員間で共有する事が以前よりできていると感じている。
※職員同士が情報の共有を行なう事で、利用者や家族の不安な部分への対応を迅速に行えるよう努めている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※利用者や家族への心配りについては職員の経験値において差がどうしても見受けられる。
※初期支援について、急な利用などもあり、情報の共有にいて困難な場面もあり、より介護支援専門員との連携が必要だと思う。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※職員各々が事前情報だけではなく、利用者の状況を察知し、家族からの聞き取りも行いながら注意点や今後必要な支援など職員同士で情報共有を図る。
※初期支援においては業務を優先する事なく、まずは利用者に馴染んでもらえるようコミュニケーションを丁寧にとる事を心がける。






事－①


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
２．「～したい」の実現（自己実現の尊重）

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	6
	3
	1
	1
	11



	前回の改善計画
	

	※個々の計画書やモニタリングの専用ファイルを作成し、フロア会議の際にも活用しながら職員が利用者の目標を把握・理解していけるようにする。


	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※計画書や、その計画書に対するモニタリング(定期的な評価)を担当者を中心に行なう事ができているが、もっと担当者以外の職員からも色々な意見をもらいながら評価できるようなシステム作りが必要と感じた。




◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	「本人の目標（ゴール）」がわかっていますか？

	5
	4
	0
	2
	11

	②
	本人の当面の目標「～したい」がわかっていますか？

	5
	4
	0
	2
	11

	③
	本人の当面の目標「～したい」を目指した日々のかかわりができていますか？

	5
	3
	1
	2
	11

	④
	実践した（かかわった）内容をミーティングで発言し、振り返り、次の対応に活かせていますか？
	5
	4
	0
	2
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※ミーティングにて利用者の対応方法などを話し合い確認する事ができている。
※モニタリングの際に、目標が明確にわかるようなモニタリング様式にした事で、定期的に確認しながら今後のケアについてなどを話し合う事が出来ている。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※職員同士、ケア方法の統一の為、情報共有は行っているものの、なぜそういった対応が必要なのかなど、理解している職員とそうでない職員がおり、意識の統一が必要である。
※ほとんどできないと回答した職員の意見としては業務でいっぱいになり、利用者の目標など、頭になく対応しているという状況であった。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※利用者の対応について、継続した支援の為、利用者の注意点や職員が気付いた点、確認事項などを全職員が共有できるよう、利用者各々の情報を書き出せる表を作成し、担当者だけではなく、全職員が関りの中での情報を引き出せるよう、その表を活用し、ミーティングなどでも活かせるよう対応していく。












事－②



	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　３．日常生活の支援

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	6
	4
	0
	1
	11



	前回の改善計画
	

	※利用者の以前の暮らしの情報収集に努め、可能な事は事業所でも自宅でも継続して行えるよう支援する。
※ケアの方法について、職員が情報共有を行い、その利用者に合った介助方法を職員が統一して行えるようフロア会議にて不安な事などを確認する機会を設ける。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※在宅での生活に合わせたケアの仕方などを家族とも話し合いながら検討し、実施するよう心掛けている。
※ケアの方法について、毎月確認を行いながら、改善する事は改善し、その都度その利用者に合ったケアの方法を検討している。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	本人の自宅での生活環境を理解するために「以前の暮らし方」が10個以上把握できていますか？
	3
	4
	2
	2
	11

	②
	本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ等の基礎的な介護ができていますか？

	7
	3
	0
	1
	11

	③
	ミーティングにおいて、本人の声にならない声をチームで言語化できていますか？

	6
	3
	0
	2
	11

	④
	本人の気持ちや体調の変化に気づいたとき、その都度共有していますか？

	7
	3
	0
	1
	11

	⑤
	共有された本人の気持ちや体調の変化に即時的に支援できていますか？

	6
	4
	0
	1
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※フロア会議にて、介護支援専門員、看護師とも自宅での様子や家族の意見なども踏まえながらケアの方法をその都度検討する事が出来ている。
※本人に異変があった際は、家族へも連絡しながら自宅と事業所で継続した対応ができるよう対応している。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※なかなか以前の暮らしについて、把握しきれない利用者もおり対応しきれていないケースもある。
※忙しいと職員本位のケアになってしまう事がある。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※家族へも生活状況を伺いながら連携を図り、自宅での生活と事業所での生活が継続的に行われるような支援を実施する。



事－③




	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　４．地域での暮らしの支援

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	5
	6
	0
	0
	11



	前回の改善計画
	

	※独居や日中に一人となる利用者が増えている。訪問サービスの充実を図り、自宅での生活を継続していけるよう支援を行なっていく。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※今年は様々な訪問サービスの依頼があり、その都度家族とも話し合いを行いながら試行錯誤し、対応したケースが多かった。
※自由な訪問サービスが行える小規模多機能の特徴もあり、事業所から本人、家族へサービスの提供の仕方を提案した事も多くあり、事業所しても色々な経験ができた。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	本人のこれまでの生活スタイル・人間関係等を理解していますか？

	6
	3
	2
	0
	11

	②
	本人と、家族・介護者や地域との関係が切れないように支援していますか？

	4
	4
	2
	1
	11

	③
	事業所が直接接していない時間に、本人がどのように過ごしているか把握していますか？
	4
	3
	2
	2
	11

	④
	本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域の資源等を把握していますか？

	1
	8
	1
	1
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※独居や日中独居などで、利用していない日でも心配な方については訪問サービスを実施し、生活状況の把握に努めている。
※本人の自宅での生活を主にしケアの方法などを検討、実施している。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※訪問サービスを利用していない利用者の普段の生活が把握できているとはいえない。
※本人と家族の考えに相違がある場合、事業所として何を優先して対応するべきか悩む事がある。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※職員各々が、さらに利用者、家族との信頼関係の構築を図り、自宅での生活状況などを把握できるよう努める。
※訪問サービスの対応については、これまで同様に利用者に合わせた訪問サービスが行えるよう支援していく。








事－④


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　５．多機能性ある柔軟な支援

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	3
	6
	0
	2
	11



	前回の改善計画
	

	※自宅での生活をベースとし、利用者本意の生活に可能な限り対応できるよう家族の協力も得ながらサービス利用の提案を行なっていく。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※家族とも連携を図り、自宅での対応や事業所のサービス利用などを必要時は事業所側から提案し、対応している。
※家族や事業所だけではなく、近隣住民の協力や自治体の制度なども活用しながら生活しているケースも以前より増えている。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	自分たち事業所だけで支えようとせず、地域の資源を使って支援していますか？

	3
	7
	0
	1
	11

	②
	ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥当適切に提供されていますか？

	7
	2
	1
	1
	11

	③
	日々のかかわりや記録から本人の「変化」に気づき、ミーティング等で共有することができていますか？
	7
	3
	0
	1
	11

	④
	その日・その時の本人の状態・ニーズに合わせて柔軟な支援ができていますか？

	4
	6
	0
	1
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※家族や近隣住民とも連携を図り、対応するケースなども出てきている。
※急な事にも対応できるよう、管理者やその日の業務リーダーが調整を図りながら対応する事で、柔軟なサービス提供ができている。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※本人や家族の状況に合わせているつもりではあるが、必要以上にサービス提供してしまっているケースもあると思う。
※急な対応については、自身で判断ができず、対応まで少し時間を要した事もあった。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※本人や家族の状況の変化について、知り得た情報を職員間で共有し、対応の必要性や可能性を常に把握できるようにし、柔軟な対応を即座に行えるようにする。









事－⑤


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　６．連携・協働

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	2
	7
	1
	1
	11



	前回の改善計画
	

	※コロナウイルスの感染状況に注視しながら、引き続き小規模多機能のレクリェーションとしてたかだま地域やその他の行事やイベントに参加できるよう外出の機会を多く取り入れる。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※地域の行事などは新型コロナウイルスの影響で参加する事が難しかったが、季節に応じて出来る限りの行事イベントや外出レクリェーションなどを行なった。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	その他のサービス機関（医療機関、訪問看護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っていますか？
	8
	2
	0
	1
	11

	②
	自治体や地域包括支援センターとの会議に参加していますか？

	4
	6
	0
	1
	11

	③
	地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦人会、消防団等）の活動やイベントに参加していますか？
	
	
	
	
	

	④
	登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民が事業所を訪れますか？

	
	
	
	
	



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※他事業所との会議や連携について、必要時行う事が出来ている。
※新型コロナウイルスの影響にて地域に出向いてのイベントや行事などは行う事はできなかったが、可能な範囲で事業所内で行なえる行事や外出レクを行なった。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※新型コロナウイルスの影響にて行動に制限があったり、外出する難しさがあった。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※コロナウイルスの感染状況に注視しながら、引き続き小規模多機能のレクリェーションとしてたかだま地域やその他の行事やイベントに参加できるよう外出の機会を多く取り入れる。
※地域行事への参加が困難な場合は事業所内で行なえる行事やレクリェーションを感染対策に注意しながら充実させていけるよう努める。







事－⑥


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　７．運営

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	4
	5
	0
	2
	11



	前回の改善計画
	

	※本人、家族の意見をはじめ、第三者委員や市の相談員の施設訪問の際の意見を取り入れ、迅速に対応するよう努める。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※本人や家族、外部から得られる運営に関しての意見については、施設全体で確認し、必要な事について対応する事が出来ている。





◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	事業所のあり方について、職員として意見を言うことができていますか？

	4
	5
	1
	1
	11

	②
	利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運営に反映していますか？

	7
	3
	0
	1
	11

	③
	地域の方からの意見や苦情を運営に反映していますか？

	5
	5
	0
	1
	11

	④
	地域に必要とされる拠点であるために、積極的に地域と協働した取組みを行っていますか？
	4
	6
	0
	1
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※フロア会議にて家族からの意見を検討し、可能な限り事業所運営に反映できるよう話し合いを行っている。
※地域のニーズに応えられるよう、今年登録人数の引き上げの申請を行い対応した。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※運営に関して、自身がどれほど関われているかわからない。
※会議の場で発言する事が苦手であり、なかなか意見を言う事ができない。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※事業所や施設の運営について、職員が意識できるよう運営推進会議に職員が交代で参加できる機会を設ける。









事－⑦





	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　８．質を向上するための取組み

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	7
	3
	1
	0
	11



	前回の改善計画
	

	※事故やヒヤリハットについて、未然に防ぐ事ができるよう、フロア会議での利用者についての話し合いの際には危険予知についての協議を行なっていく。


	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※フロア会議にて事故やヒヤリハットの確認を行い、再発防止に努めている。
※危険が予測される場合など、職員同士で確認し、対応の検討、実施に努めている。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	研修（職場内・職場外）を実施・参加していますか

	7
	3
	0
	1
	11

	②
	資格取得やスキルアップのための研修に参加できていますか

	5
	4
	1
	1
	11

	③
	地域連絡会に参加していますか


	2
	8
	0
	1
	11

	④
	リスクマネジメントに取組んでいますか


	8
	2
	1
	0
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※リスクマネジメントについて、研修を行いフロア会議にて職員同士が意見を出し、対応を検討しながら対応する事ができた。
※研修について施設内の研修はユニット単位で行い、外部の研修に関して、今年はzoomなどを活用した研修が多く、参加しやすかった。又、参加した職員から報告会にて情報を聞く事ができた。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※外部研修に参加する機会が少ない。
※リスクマネジメントについては、同じような事故やヒヤリハットが続いてしまった事もあった。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※職員への研修参加を促しながら、施設の委員会とも連携を図り、様々な研修を充実させ、学びの場を設けていく。








事－⑧


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和３年11月16日（１６：３０～１７：３０）



	
　　９．人権・プライバシー

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員８名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	9
	1
	1
	0
	11



	前回の改善計画
	

	※繰り返し研修を行い、フロア会議でも定期的に話し合いを行い、人権・プライバシーについては職員に徹底して意識づけを行っていく。



	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	※今年も人権・プライバシーについて改めて職員同士が意見を出し合う研修を行い、いい話し合いの場を設ける事ができた。定期的にこういった機会を設けて振り返りを行っていければと思う。





◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	身体拘束をしていない


	8
	3
	0
	0
	11

	②
	虐待は行われていない


	8
	3
	0
	0
	11

	③
	プライバシーが守られている


	8
	3
	0
	0
	11

	④
	必要な方に成年後見制度を活用している


	4
	5
	1
	1
	11

	⑤
	適正な個人情報の管理ができている


	8
	2
	1
	0
	11



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	※改めて職員同士が話し合いの場を設ける事で、自身の言動の振り返りを行う事ができた。
※介護職員として守秘義務を守るよう心掛けている。
※ちょっとした声掛けでも利用者本人へ詳しく説明する事で不適切な発言にならぬよう努めている。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	※日々の業務の中で、不適切な言動がないか注意しているつもりであるが、利用者や他職員がどう思っているか分からない部分がある。
※個人情報については注意しているが、利用者から別の利用者の事を聞かれた際などどう応えていいか分からない場面がある。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	※繰り返し研修を行い、フロア会議でも定期的に話し合いを行い、人権・プライバシーについては職員に徹底して意識づけを行っていく。




事－⑨


